
富
山
県
立
山
町
や
山

問形
県
村
山
市
は
、
新
１
年

生
全
員
に
通
学
用
の
バ
ッ

ク
パ
ッ
ク
を
無
償
で
贈

り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
代
わ

り
に
使
う
こ
と
と
し
た
。

重
さ
９
３
０
㌘
。
水
濡

れ
に
強
い
素
材
を
使
い
、

色
は
３
色
あ
り
、
税
込
み

１
万
４
８
５
０
円
で
一
般

販
売
も
さ
れ
て
い
る
。

軽
量
化
に
よ
り
、
身
体

の
負
担
軽
減
に
も
な
る
。

「
ラ
ン
リ
ュ
ッ
ク
」
に

す
る
こ
と
で
、
遠
足
な
ど

の
新
た
な
リ
ュ
ッ
ク
を
購

入
す
る
必
要
も
な
い
。

昭
和

年
か
ら
、
旧
藤

46

島
町
や
朝
日
村
で
ラ
ン
ド

セ
ル
支
給
事
業
が
開
始
、

翌
年
か
ら
羽
黒
町
で
も
実

施
さ
れ
た
。

子
育
て
支
援
と
し
て
、

ま
た
子
ど
も
の
身
体
的
負

担
軽
減
と
し
て
、
新
入
生

に
ラ
ン
リ
ュ
ッ
ク
支
給
を

検
討
で
き
な
い
か
。

ラ
ン
リ
ュ
ッ
ク

教
育
長

は
、
機
能
的
に
も
経
済
的

に
も
合
理
的
な
選
択
肢
と

考
え
る
。

現
に
通
学
用
か
ば
ん
は

ラ
ン
ド
セ
ル
に
限
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

支
援
に
当
た
っ
て
は
優

先
順
位
を
見
定
め
、
関
係

部
局
と
検
討
す
る
。

就
学
援
助
の
認
定
率

問と
、
就
学
援
助
の
さ
ら
な

る
拡
充
策
、
制
服
や
体
操

服
の
買
い
替
え
の
費
用
に

も
支
給
は
で
き
な
い
か
。

本
市
の
児
童
生

教
育
長

徒
数
８
２
８
８
人
に
対

し
、
認
定
者
数
は
６
０
９

人
で
、
認
定
率
は
７
・
３

％
、
新
規
の
申
請
者
は
27

人
と
な
っ
て
い
る
。

県
全
体
は
７
・

％
13

で
、
僅
か
に
県
を
上
回
っ

て
い
る
。

制
服
の
買
い
替
え
は
国

の
費
目
に
な
い
の
で
、
対

象
外
と
し
て
い
る
。
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新つるおかＨＰ

６
月

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問

16

で
、
長
谷
川
剛
議
員
は
、
①
子
育
て
支
援
、
②
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
、
③
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
取
り

上
げ
ま
し
た
。

新
入
生
に
ラ
ン
リ
ュ
ッ
ク
支
給
を

ϵ
ౘ
ѷ

ࣔ
Ǆ
Ѳ
။
Ƙ
ܹ
഼

▽
②
「
機
会
を
捉
え
て
、
関
係
団
体
等

と
連
携
し
て･･

次
の
世
代
へ
伝
え
る
と

い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
答
弁
。
広
島
・
長
崎
両
県
以
外
の
都

道
府
県
に
は
こ
れ
と
言
っ
た
継
承
事
業

が
見
当
た
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
の

で
、
知
事
答
弁
を
前
向
き
な
も
の
と
捉

え
、
今
後
関
係
者
と
協
力
し
て
働
き
か

け
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
被
爆
者
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
は
、
昭
和

年
度
の
１
１
６
人
か

61

ら
、
令
和
４
年
度
は
９
人
、
鶴
岡
で
は

３
人
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

鶴
岡
市
在
住
の
被
爆
者
で
画
家
の
三
浦

恒
祺
さ
ん
か
ら
改
め
て
お
話
を
伺
い
、

質
問
で
紹
介
し
ま
し
た
。

中
央
工
業
団
地

年
50

▽
７
月
１
日(

土)

、
鶴
岡
中
央
工
業
団

地
管
理
組
合
創
立

周
年
記
念
祝
賀
会

50

に
来
賓
と
し
て
出
席
。
長
年
鶴
岡
市
の

工
業
を
け
ん
引
し
、
現
在

社
が
操
業

17

・
約
３
９
０
０
人
が
従
業
す
る
同
団
地

と
管
理
組
合
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し

（
県
議

関

徹
）

ま
し
た
。

▽
６
月

日(

木

、
予
算
特
別
委
員
会

）

29

で
吉
村
知
事
・
高
橋
教
育
長
ら
に
主
に

４
項
目
の
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た

（
何
回
か
に
分
け
て
報
告
し
ま
す

。
）

最
初
に
、
①
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
を

政
府
に
求
め
る
事
、
②
知
事
自
身
が
被

爆
者
の
話
を
聞
く
な
ど
、
被
爆
体
験
を

継
承
す
る
事
業
を
実
施
す
る
事
、
等
を

知
事
に
求
め
ま
し
た
。

▽
①
知
事
は

「
核
兵
器
は
人
類
の
負

、

」

、

の
遺
産
の
代
表
的
な
も
の

と
し
つ
つ

廃
絶
は
「
政
府
に
お
い
て
国
際
社
会
に

お
け
る
議
論
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
答
弁
。
都
道
府
県
知
事
で

「
批
准
す
べ
き
」
と
明
言
し
て
い
る
の

は
岩
手
県

知
事
だ
け

と
い
う
状

況

で

す

が
、
引
き

続
き
検
討

す
る
事
を

求
め
ま
し

た
。

本
市
の
交
通
事
故
の

問死
者
は
、
昭
和

年
の

46

32

人
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
減

少
し
、
令
和
２
年
に
は
４

人
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

一
方
で
、
高
齢
者
が
関

連
す
る
事
故
の
防
止
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

危
険
個
所
へ
の
信
号
機

や
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

高
齢
者
の
免
許
返
納
者

数
の
推
移
、
自
転
車
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
義
務
化
に
よ
る

啓
発
や
、
生
活
困
窮
者
へ

の
支
援
制
度
は
な
い
か
。

信
号
機
の

危
機
管
理
監

設
置
は
、
警
察
署
か
ら
の

推
薦
を
受
け
、
県
公
安
委

員
会
が
設
置
す
る
。

危
険
箇
所
へ
の
信
号
機
の
設
置
状
況
は

昨
年
度
の
設
置
要
望
は

２
件
で
設
置
数
は
な
い
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

は
市
が
行
っ
て
お
り
、
市

全
体
で
約
２
４
０
０
基
あ

り
、
昨
年
度
の
新
設
及
び

更
新
の
要
望
は
約
１
４
０

件
で
、

基
の
新
設
と

10

54

基
の
更
新
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。

高
齢
者
の
免
許
返
納
者

数
は
、
鶴
岡
警
察
署
管
内

で
過
去
５
年
間
で
５
３
０

人
か
ら
、
多
い
年
で
７
２

０
人
と
な
っ
て
い
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
支
援

は
、
県
内
で
補
助
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
は
な

く
、
本
市
で
も
現
時
点
で

は
支
援
制
度
が
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
め

問ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
す

る
中
、
本
市
の
申
請
率
と

交
付
状
況
、
相
談
や
ト
ラ

ブ
ル
は
ど
う
か
。

５
月
末
時
点

市
民
部
長

で
、
申
請
件
数
は
９
万
６

１
６
１
件
で
申
請
率
は
78

・
７
％
、
交
付
件
数
は
８

万
８
３
９
４
件
で
交
付
率

は

・
３
％
と
な
っ
て
い

72
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
相
談
や
ト
ラ
ブ
ル
は



土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月29日入札分

・奥田線排水対策調査設計業務（鼠ヶ関地内 （入札9業者））
（ ） （ ）(有)アルファ設計 2,600,000円 2,690,000円 期間～12/15 落札率96.65％

・堂ノ前線雪崩防止柵設置工事（越沢地内 （入札1業者））
(株)アツケン 10,600,000円（10,650,000円）工期～11/29（落札率99.53％）

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
6月29日入札分

・温福漁港南防波堤浚渫工事（温海地内 （入札2業者））
(株)和泉工務店 3,600,000円（3,683,000円）工期～8/31（落札率97.75％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月29日入札分

・市ごみ焼却施設外構整備設計業務委託（宝田三丁目13番6号 （入札）
12業者うち2業者辞退）
(株)新穂建築設計事務所 2,600,000円 2,787,000円 期間～10/31 落（ ） （
札率93.29％）

消防本部警防課入札結果（ ）内は予定価格
6月29日入札分

・切添町地内耐震性貯水槽設計業務（切添町地内 （入札9業者））
ブレンスタッフ(株) 1,700,000円（1,900,000円）期間～9/25（落札
率89.47％）

藤島庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
6月29日入札分

・藤島庁舎１階屋根防水改修工事（藤島字笹花25番地 （入札9業者う）
ち1業者辞退）

（ ） （ ）奥羽建装(株) 2,800,000円 2,890,000円 工期～9/29 落札率96.89％

廃棄物対策課入札結果（ ）内は予定価格
6月29日入札分

令和５年度岡山最終処分場キャッピング工事（岡山地内）（入札4業者）・
（ ） （ ）(株)佐藤工務 78,200,000円 79,700,000円 工期～6/3/15 落札率98.12％

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月29日入札分

・市公共下水道事業 雨水道形第１排水区1156～1160号新設工事（宝
田一丁目地内 （入札5業者））
(株)佐藤組 49,300,000円（50,090,000円）工期～6/1/31（落札率98.42％）

建
設(

株)

と
金
額
１
億
９

７
７
８
万
円
、
工
期
は
令

和
６
年
３
月

日
で
す
。

25

「
抑
止
力
は
違
憲
」
自

民
議
員
が
削
除
要
求

６
月
議
会
に
提
出
さ
れ

た
請
願
は
２
件
で

「
食

、

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
見
直
し
に
関
す
る
請

願

（
庄
内
た
が
わ
農
協

」
・
鶴
岡
市
農
協
・
両
農
政

対
）
は
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
は
６
月

日
、
閉
会
し

30

ま
し
た
。

市
当
局
提
案
の
繰
越
計

算
書
の
報
告
５
件
、
専
決

処
分
の
承
認
１
件
、
一
般

会
計
補
正
予
算
、
条
例
１

件
、
事
件
６
件
、
議
会
最

終
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た

契
約
１
件
の
計

件
が
原

15

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

契
約
締
結
は

「
西
目

、

地
区
土
砂
災
害
復
旧
工

事
」
に
つ
い
て
、
小
野
寺

派
と
無
所
属
の
反
対

、
15

共
産
党
と
３
会
派
の
賛
成

の
反
対
多
数
で
不
採
択

10に
な
り
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
は
賛
成

討
論
で

「
抑
止
力
は
、

、

相
手
国
に
軍
事
的
脅
威
を

与
え
、
攻
撃
を
思
い
と
ど

ま
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
軍
拡
競
争
が
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
、
偶
発
的
な
衝

突
の
危
険
が
増
大
す
る
。

憲
法
９
条
で
、
武
力
に

よ
る
威
嚇
を
禁
止
し
て
お

り
、
明
白
な
憲
法
違
反
」

と
訴
え
ま
し
た
。

坂
本
議
員
の
討
論
に
対

し
、
五
十
嵐
一
彦
議
員
が

「
明
白
な
憲
法
違
反
は
間

違
い
で
あ
り
、
削
除
を
求

め
る
」
と
議
事
進
行
の
動

議
を
提
出
し
ま
し
た
。

本
間
新
兵
衛
議
長
は
翌

日
の
本
会
議
で

「
討
論

、

は
、
市
民
に
対
し
自
己
の

考
え
方
を
表
明
す
る
も
の

で
あ
る
。

当
該
発
言
は
坂
本
議
員

の
解
釈
で
あ
り
、
取
り
消

２０２３年６月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG フォ 共産党 公明党 無所属 新政クラブ

遠
藤
初
子

草
島
進
一

田
中　

宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

秋
葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

中
沢
深
雪

佐
藤
久
樹

小
野
由
夫

佐
藤
博
幸

佐
藤
麻
里

阿
部　

寛

本
間
正
芳

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

尾
形
昌
彦

渋
谷
耕
一

本
間
信
一

本
間
新
兵
衛

沖縄への軍事力強化に依らず、日本国憲法前文の

理念を遵守して近隣諸国との友好関係を堅持し平和

を構築することを求める意見書の提出 に関する請願

○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●●●●●
議
長

(仮称)ＪＲＥ加茂風力発電事業に対する鶴岡市の中

止申し入れの撤回と調査の継続を求める請願
●●●●●●●●●●○○○欠○○○○○○○○○○○

「
沖
縄
へ
の
軍

事
力
強
化
に
依
ら

ず
、
日
本
国
憲
法

前
文
の
理
念
を
遵

守
し
て
近
隣
諸
国

と
の
友
好
関
係
を

堅
持
し
平
和
を
構

築
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
請

願

（
沖
縄
に
応

」
答
す
る
会
＠
山
形

代
表
・
漆
山
ひ
と

み
）
は
、
自
公
会

公
会
派
と
無
所
属
の
賛
成

、
共
産
党
と
３
会
派
の

14反
対

、
中
沢
深
雪
議
員

10

（
無
所
属
）
が
退
席
し
、

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

長
谷
川
剛
議
員
は
反
対

討
論
で

「
生
態
系
な
ど

、

の
自
然
環
境
を
破
壊
し
た

り
、
土
砂
災
害
や
健
康
被

害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
よ

う
な
電
源
開
発
は
本
末
転

倒
で
あ
り
、
同
意
で
き
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

す
発
言
に
は
あ
た
ら
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
加
茂
風
力
発
電
中
止

撤
回
」
自
公
が
採
択

３
月
議
会
に
提
出
さ

れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
「

仮
称
）
Ｊ
Ｒ
Ｅ

（

加
茂
風
力
発
電
事
業
に
対

す
る
鶴
岡
市
の
中
止
申
し

入
れ
の
撤
回
と
調
査
の
継

続
を
求
め
る
請
願

（
秋

」

野
徳
雄
他
２
人
）
は
、
自

（
１
面
の
つ
づ
き
）

カ
ー
ド
の
紛
失
や
暗
証

番
号
忘
れ
、
既
に
登
録
し

た
公
金
受
取
口
座
や
、
保

険
証
の
内
容
を
確
認
し
た

い
と
い
っ
た
相
談
も
増
え

、

、

て
お
り

市
の
窓
口
等
で

確
認
方
法
の
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

証
明
書
の
誤
交
付
、
公
金

受
取
口
座
の
誤
登
録
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
別
人
へ

の
付
与
、
マ
イ
ナ
保
険
証

へ
の
別
人
情
報
の
誤
登
録

な
ど
は
、
本
市
に
お
い
て

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

問

ド
は
、
取
得
が
任
意
で
あ

り
、
カ
ー
ド
の
有
無
で
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
差
を
つ
け

て
は
な
ら
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
た
な
い
市
民
へ
の
対

応
や
、
不
利
益
に
な
る
よ

う
な
こ
と
は
な
い
の
か
。

本
市
で
は
、

市
民
部
長

普
及
促
進
を
進
め
て
い
る

が
、
カ
ー
ド
の
取
得
は
強

制
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

取
得
し
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
日
常
生
活
に
支
障
を
来

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適

切
な
市
民
へ
の
説
明
に
努

め
る
。


